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学会情報
国内外で開催される眼科関連学会/研究会の開催情報を更新しました。

カレンダー形式と一覧形式を切り替えて学会情報をご確認頂けます。

https://eyesquare. jp/societ ies/ l ist （2025.7.2）

学会での「千寿共催セミナー情報」をご覧いただけます。

千寿共催セミナー

フォーサム2025横浜（ランチョンセミナー2）Hot Topics! Microbiota and Eye Health
2025年7月11日(金)　12:20～13:20　第2会場（パシフィコ横浜会議センター5F 503）

フォーサム2025横浜（イブニングセミナー5）ドライアイを克服する！快適なコンタクトレンズライフのために
2025年7月12日(土)　18:20～19:20　第6会場（パシフィコ横浜会議センター4F(414+415)）

第64回日本白内障学会総会・第51回水晶体研究会（アフタヌーンセミナー）アイフレイルと白内障
2025年7月18日(金)　17:20～18:20　石川県立音楽堂 地下1階交流ホール

第41回日本眼循環学会（アフタヌーンセミナー1）AMD治療を続けていくために
2025年7月19日(土)　16:35～17:35　A会場（神戸ファッションマート9F KFMホール イオ）

患者さま向けの読み物をご用意しました。

待合室で患者様が読めるリーフレットです。
印刷をして貴施設の待合室に置かれてみるのはいかがでしょうか？

診療サポート資材：待合室リーフレット

https://eyesquare. jp/document/useful/07_d.html （2025.7.2）

『“足して効かせる”か“引いて整える”か治療方針の設計論』

【演 者】坂田 礼 先生（東京大学）

緑内障は慢性疾患であり長期間にわたる治療が必要となるため、しっかりと治療方針を立てることが重要です。
最近は点眼薬や手術の選択肢が増え、どのようなタイミングでどのような治療を行うのが
良いか悩むことも多いかと思います。 今回は日々の緑内障診療で疑問に思う4つのQuestionに
回答いただく形式で、坂田先生に緑内障治療方針の設計論についてご解説いただきます。
ぜひご視聴ください。
Q1：緑内障診療ガイドラインにおける治療「強化」について教えてください　Q2：配合点眼薬による強力な治療強化が必要な患者は、どのような患者ですか？

Q3：配合点眼薬はどのように使い分けますか？　Q4：早くに配合点眼薬を使うと、次の手がなくなるのが心配です

配信期間：2026年3月31日（火）正午まで

セミナー動画：オンデマンド配信

https://eyesquare. jp/document/on_demand_seminar/77.html （2025.7.1）

眼科医さま向け季刊誌『銀海』No.272 -  2025夏を掲載しました。
専用ビューワでお読みいただけます。

銀海

https://eyesquare. jp/document/ginkai/68.html （2025.7.1）




